
年間授業計画　新様式例

高等学校 令和４年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 7 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標： 芸術の幅広い活動を通して、音楽における見方・考え方を働かせ、生活や社会の中の芸術や芸術文化と豊かに関わる資質・能力を育成することを目指す。

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標： 音楽の幅広い活動を通して、音楽的な見方・考え方を働かせ、生活や社会の中の音や音楽、音楽文化と幅広く関わる資質・能力を次の通り育成するｋとおを目指す。

歌 器 創

〇

〇

〇 〇

〇 〇 〇

〇

〇 〇 3

〇 〇 〇 2

〇

〇 〇

〇 〇

〇 〇

音楽Ⅰ芸術

表現

評価規準
鑑
賞

・様々な音楽に対して興味関心をもって理解
しようとしている
・年間を通した学習に対して理解しようとし
ている
・自己と音楽との関わりに対峙し、自身のこ
れまで関わってきた音楽や自身の関心のある
音楽について理解し、思考・整理している
・主体的に取り組んでいる

・読譜、歌唱を通して、楽典の基本的な知識
を理解している
・良い発声で歌唱することができる
・日本語の発音を意識して歌唱しようとして
いる
・曲の構成を理解して、音楽を運びながら歌
唱しようとしている
・正しい音程やﾘｽﾞﾑ歌唱することができる
・他者の歌唱やﾋﾟｱﾉとテンポ感を共有して歌
唱することができる

・楽譜に記されたﾘｽﾞﾑを理解している
・楽譜を見て正しいﾘｽﾞﾑで発音したり手を
打ったりすることができる
・他者とテンポを共有してリズムを打つこと
ができる
・コール＆レスポンスやカノンを行いながら
リズムアンサンブルをたのしむことができる

・ﾘｽﾞﾑの素材を連ねたり重ねたりした時の効
果をイメージして表現しようとしている
・他者とﾘｽﾞﾑやテンポ感、イメージを共有し
ながら協働して作品をつくり表現しようとし
ている
・反復、変化、対照等の手法を効果的に使っ
て構成を考えて創作している

〇

〇

1〇 〇 〇

◎斉唱　校歌

校歌の歌唱活動を通して、良い発
声や良い音程で歌うこと、曲全体
の構成を考えて音楽の流れをつ
くって表現することを学習する。
写譜を通して、楽譜の書き方を身
に付けるとともに、校歌の旋律や
歌詞に親しむ。・実技テスト

〇

・歌詞や音楽が表現している内容をイメージ
して歌唱しようとしている
・自己のイメージしたことを表現することが
できる
・他のパートとのハーモニーを聴きながら歌
唱することができる
・各パートの役割を理解して歌唱することが
できる
・他のパートやﾋﾟｱﾉとつくり出す音楽を味
わって表現しようとしている

・ト音譜表やヘ音譜表を理解している
・ト音譜表をヘ音譜表を読むことができる
・音符の長さや関係を理解している
・正しい音程で歌いながら、リズム打ちする
ことができる

2

〇 2

・グループ発表
◎音楽史

作曲家や作品、各国の楽器や音楽
文化等について、音楽史における
位置や関係性を理解する。

・指導事項
B鑑賞　ア(ｱ)(ｲ)(ｳ)イ(ｲ)(ｳ)
・教材
「MOUSA1]、「Music
Navigation」、音源

・作曲家やその作品、各国の楽器や音楽文
化、歴史等に興味・関心をもち、その関係性
を理解しようとしている
・作曲家やその作品について、関係性や影響
等の情報を理解し、整理することができる
・現代社会や身の回りの音楽との関係性や影
響について思考し、理解することができる

・鍵盤楽器の基本的な奏法を理解し、演奏す
ることができる
・楽譜を読んで鍵盤楽器で演奏することがで
きる
・二声以上のパートを独奏することができる
・ﾘｽﾞﾑを理解して演奏することができる
・他者とテンポやﾘｽﾞﾑを共有して演奏するこ
とができる
・他のパートを聴きながら演奏することがで
きる
・他者と音楽の運びを合わせようとして演奏
しようとしている

◎キーボード演奏（独奏、合奏）

鍵盤楽器の演奏法の基礎を理解し
身に付け、楽器に慣れ親しむ。
演奏を通して、各声部の役割、ﾘｽﾞ
ﾑ、テンポを理解する。
合奏を通して、他者と音楽のテン
ポやリズムを共有する。

・指導事項
A表現　（２）器楽アイ(ｲ)ｳ(ｱ)(ｲ)
・教材
「MOUSA１」、「The Basics of
Music」、楽譜、ﾋﾟｱﾉ、キーボード

１
学
期

◎オリエンテーション

音楽Ⅰを選択した理由を再確認す
るとともに、音楽Ⅰで一緒に学び
音楽活動する仲間のことを互いに
知る。
これまでの音楽経験や自身の音楽
との関わりを振り返り、共有す
る。
これから年間を通してどのような
音楽を学んでいくのか、音楽には

・指導事項
B鑑賞　（１）鑑賞ア(ｲ)(ｳ)イ
(ｲ)(ｳ)
・教材
「MOUSA１」、「The Basics of
Music」、「Music Navigation」 ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

・指導事項
A表現　（１）歌唱アイ(ｱ)
・教材
楽譜、「The Basics of Music」、
ﾋﾟｱﾉ

・指導事項
A表現　（２）器楽アイ(ｳ)
・教材
「The Basics of Music」

〇

〇

〇 〇

〇 〇

芸術 音楽Ⅰ 2

4

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

曲想と音楽の構造や文化的・歴史的背景などとの関わり及び音楽の多様性について理解するとともに、創意工夫を生かした音楽表現をするために必要な技能を身に付けるようにする。自己のイメージをもって音楽表現を創意工夫することや、音楽を評価しながらよさや美しさを自ら味わって聴くことができるようにする。

教育芸術社「MOUSA１」、教育芸術社「The Basics of Music」、教育出版「Music Navigation」

〇 〇 〇 3

芸術

創造的な表現を工夫したり、芸術のよさや美しさを深く味わったりすることができるようにする。

生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに感性を高め、心豊かな生活や社会を創造していく態度を養い豊かな情操を培う。

音楽Ⅰ

知 思

○ ○

【 知　識　及　び　技　能 】芸術に関する各科目の特質について理解するとともに、意図に基づいて表現するための技能を身に付けるようにする。

【学びに向かう力、人間性等】

主体的・協働的に音楽の幅広い活動に取り組み、生涯にわたり音楽を愛好する心情を育むとともに、感性を高め、音楽文化に親しみ、音楽によって生活や社会を明るく豊かなものにしていく態度を養う。

態

配
当
時
数

1

◎リズム・ソルフェージュ
◎楽典

基礎的・基礎的なリズム打ちを行
う力を定着させる。リズムを組み
合わせてコール＆レスポンスを
行ったりカノンを行ったりしなが
ら他者とテンポやリズムを共有す
る力を身に付ける。
・実技テスト

◎創作

与えられた作品のリズムを切り貼
りして重ね、オリジナルリズムも
加え、リズムと形式等、創意工夫
をこらしてグループでリズム創
作・発表を行う。

◎ソルフェージュ
◎楽典

中学までに学習した基礎的な楽典
について復習し、音部記号の意
味、音符の長さの関係、各言語に
よる音名を理解する。
五線譜（ト音譜表、ヘ音譜表）に
慣れ親しみ、年間を通して読譜力
を身に付ける。

・実技テスト
◎重唱

我が国の歌い継がれてきた季節の
歌に慣れ親しむ。他のパートとの
重なりや役割、ﾘｽﾞﾑを感じなが
ら、豊かな発声で重唱をたのし
む。
各声部の役割やハーモニー、音楽
の変化を感じながら合唱をたのし
む。

・指導事項
A表現　（１）歌唱アイ(ｱ)
・教材
「MOUSA１」、楽譜、ﾋﾟｱﾉ

〇

・指導事項
A表現　（２）器楽アイ(ｳ)
・教材
「The Basics of Music」、楽譜、
ﾋﾟｱﾉ

・指導事項
A表現　（３）創作アイウ(ｱ)
B鑑賞　（１）鑑賞ア(ｱ)イ(ｱ)
・教材
「The Basics of Music」



〇 〇

〇 〇 〇

〇

〇 〇 〇

〇

〇

〇

◎コードを用いたキーボード演奏

コードを用いて、キーボードで演
奏する。

・発表会

◎クラシックギター

クラシックギターについて理解
し、その楽器の音色や魅力を味わ
う。弦を貼り替えたり、押弦した
りしながら、弦やフレットを覚え
る。
第１～第３弦を用いて、G durの単
旋律を演奏できるようになる。
メロディーラインとベースライン
を弾けるようになり、二つのパー
トで合わせて合奏する。
独奏でメロディーラインとベース
ラインを弾き、独奏楽器ならでは
の魅力を味わう。
メロディー、ベース、コードの
パートに分かれ、合奏し、クラ
シックギターによる合奏の音の重
なりや楽しさを味わう。
ギターでコードを演奏する。

◎鑑賞

音楽史上の位置づけや作曲家と作
品、その影響について理解する。
鑑賞を通して芸術への視野を広げ
る。

〇

〇 〇 〇

〇 〇

〇 〇 〇

〇
7〇 〇

2

〇 〇 〇 6

〇

〇

・鍵盤楽器の基本的な奏法を理解し、演奏す
ることができる
・楽譜を読んで鍵盤楽器で演奏することがで
きる
・二声以上のパートを独奏することができる
・ﾘｽﾞﾑを理解して演奏することができる
・他者とテンポやﾘｽﾞﾑを共有して演奏するこ
とができる
・他のパートを聴きながら演奏することがで
きる
・他者と音楽の運びを合わせようとして演奏
しようとしている
・他者と音楽のイメージを共有して連弾をた
のしもうとしている
・他者の演奏の良さや美しさを聴き取ること
ができる

・歌詞や音楽が表現している内容をイメージ
して歌唱しようとしている
・自己のイメージしたことを表現することが
できる
・他のパートとのハーモニーを聴きながら歌
唱することができる
・各パートの役割を理解して歌唱することが
できる
・他のパートやﾋﾟｱﾉとつくり出す音楽を味
わって表現しようとしている

・クラシックギターについて興味関心をも
ち、楽器の音色や特徴を理解し味わおうとし
ている
・調弦の方法を理解し、調弦することができ
る
・クラシックギターの基本的な奏法を理解
し、演奏表現することができる
・奏法の違いによる音色や効果を理解し、弾
き分けることができる
・二声を独奏することができる
・他者とテンポや音程、リズムを共有しなが
ら合奏することができる
・コードを用いて演奏することができる
・他者と音楽を共有し合奏をたのしむことが
できる

〇 〇

３
学
期

・指導事項
A表現　（２）器楽アイ(ｲ)(ｳ)ウ
(ｱ)(ｲ)(ｳ)
・教材
「MOUSA１」、「The Basics of
Music」、プリント、楽譜、ピア
ノ、ICT機器

２
学
期

・指導事項
A表現　（２）器楽アイ(ｲ)ｳ
(ｱ)(ｲ)(ｳ)
B鑑賞　（１）鑑賞ア(ｱ)イ(ｱ)
・教材
「MOUSA１」、「The Basics of
Music」、楽譜、ﾋﾟｱﾉ、キーボード

◎合唱

他のパートとの重なりや役割、ﾘｽﾞ
ﾑを感じながら、豊かな発声で重唱
をたのしむ。
各声部の役割やハーモニー、音楽
の変化を感じながら合唱をたのし
む。
自己のイメージをもって表現す
る。

・指導事項
A表現　（１）歌唱アイ(ｱ)
・教材
「MOUSA１」、楽譜、ﾋﾟｱﾉ

・指導事項
A表現　（３）創作アイウ
(ｱ)(ｲ)(ｳ)
・教材
「MOUSA１」、「The Basics of
Music」、楽譜、ﾋﾟｱﾉ、キーボード

〇

・指導事項
A表現　（２）器楽アイ(ｲ)(ｳ)ウ
(ｱ)(ｲ)(ｳ)
A表現　（３）創作アイウ(ｲ)(ｳ)
・教材
「MOUSA１」、「The Basics of
Music」、プリント、楽譜、ﾋﾟｱﾉ、
キーボード

◎重唱

我が国の歌い継がれてきた季節の
歌に慣れ親しむ。他のパートとの
重なりや役割、ﾘｽﾞﾑを感じなが
ら、豊かな発声で重唱をたのし
む。
各声部の役割やハーモニー、音楽
の変化を感じながら合唱をたのし
む。

・指導事項
A表現　（１）歌唱アイ(ｱ)
・教材
「MOUSA１」、楽譜、ﾋﾟｱﾉ

・指導事項
B鑑賞　（１）鑑賞ア(ｱ)(ｲ)イ
(ｱ)(ｲ)
・教材
「MOUSA１」、プリント、DVDまた
はBlue

◎キーボード演奏（独奏、連弾、
合奏）

鍵盤楽器の演奏法の基礎を理解し
身に付け、楽器に慣れ親しむ。

演奏を通して、各声部の役割、リ
ズム、テンポを理解する。読譜力

を身に付け実用する。
連弾、合奏を通して、他者と音楽
の流れやテンポ、リズム、ハーモ

ニー、曲想等を共有する。

・発表会

◎創作・作曲

音楽史上の作曲法の変化やスタイ
ルを学習・理解する。
現代音楽の作曲法について学習す
る。
創作・作曲を通して、創造性を育
み、論理的に情報を整理し、具現
化させ、表現する。

・発表
◎イタリア古典歌曲

イタリア語の発音を活かし、良い
発声で伸びやかな響きのある歌唱
を行う。
歌詞の表現を工夫する。

1〇 〇 〇

・鍵盤楽器の基本的な奏法を理解し、演奏す
ることができる
・楽譜を読んで鍵盤楽器で演奏することがで
きる
・二声以上のパートを独奏することができる
・ﾘｽﾞﾑを理解して演奏することができる
・他者とテンポやﾘｽﾞﾑを共有して演奏するこ
とができる
・他のパートを聴きながら演奏することがで
きる
・他者と音楽の運びを合わせようとして演奏
しようとしている

◎キーボード演奏（独奏、合奏）

鍵盤楽器の演奏法の基礎を理解し
身に付け、楽器に慣れ親しむ。
演奏を通して、各声部の役割、ﾘｽﾞ
ﾑ、テンポを理解する。
合奏を通して、他者と音楽のテン
ポやリズムを共有する。

・指導事項
A表現　（２）器楽アイ(ｲ)ｳ(ｱ)(ｲ)
・教材
「MOUSA１」、「The Basics of
Music」、楽譜、ﾋﾟｱﾉ、キーボード

１
学
期

〇

・ミニマルミュージックについて関心をも
ち、音楽史上の位置づけや影響、作曲法のス
タイルを理解しようとしている
・作曲法のスタイルを用いて自己のイメージ
した音楽をつるくことができる
・自己のイメージした音楽を表現することが
できる

〇 〇 〇 4

◎楽典（コードネーム）

コードの理論について理解し、五
線上およびキーボード上で、メ
ジャーコード、マイナーコード、
オーギュメントコード、ディミ
ニッシュコードをつくれるように
する。

「MOUSA1」、プリント、ﾋﾟｱﾉ、音
源

・指導事項
A表現　（２）器楽アウ(ｱ)(ｲ)(ｳ)
・教材
「MOUSA１」、「The Basics of
Music」、プリント、楽譜、ﾋﾟｱﾉ、
キーボード、ICT機器

・イタリア語の発音を活かして歌唱表現する
ことができる
・自己のイメージをもって歌唱表現すること
ができる
・主体的に音楽を運んでﾋﾟｱﾉとともに表現し
ようとしている
・良い発声で伸びやかに歌唱することができ
る

・コードの理論について理解している
・コードネームを見てメジャーコード、マイ
ナーコード、オーギュメントコード、ディミ
ニッシュコードをキーボードで弾くことがで
きる
・セブンスコードについて理解している
・コードの関係性を理解している
・カデンツを弾くことができる
・弾いた音をコードネームで表すことができ
る

〇 〇 〇 5

〇 〇 〇 1

・実技テスト

・コードネームを見て、そのコードをキー
ボードで弾くことができる
・単音バスの伴奏をつけて旋律と演奏するこ
とができる
・コードを用いて伴奏をつくることができる
・コードを用いてつくった伴奏を弾くことが
できる
・他者の演奏を聴いて、良さや美しさ、創意
工夫を聴き取ることができる

〇 〇 〇 6

〇

・歌詞や音楽が表現している内容をイメージ
して歌唱しようとしている
・自己のイメージしたことを表現することが
できる
・他のパートとのハーモニーを聴きながら歌
唱することができる
・各パートの役割を理解して歌唱することが
できる
・他のパートやﾋﾟｱﾉとつくり出す音楽を味
わって表現しようとしている

〇 〇 〇 1

・現代音楽に興味関心をもって鑑賞し、その
面白さに気付くことができる
・音楽と動きの関連性について興味関心をも
ち鑑賞することができる
・その音楽の特徴や他の芸術との関わりにつ
いて理解し、たのしむことができる

〇 〇 〇 2



〇 〇

〇

◎クラシックギター

クラシックギターについて理解
し、その楽器の音色や魅力を味わ
う。弦を貼り替えたり、押弦した
りしながら、弦やフレットを覚え
る。
第１～第３弦を用いて、G durの単
旋律を演奏できるようになる。
メロディーラインとベースライン
を弾けるようになり、二つのパー
トで合わせて合奏する。
独奏でメロディーラインとベース
ラインを弾き、独奏楽器ならでは
の魅力を味わう。
メロディー、ベース、コードの
パートに分かれ、合奏し、クラ
シックギターによる合奏の音の重
なりや楽しさを味わう。
ギターでコードを演奏する。
・発表会

〇
7〇 〇

〇

〇

〇

・クラシックギターについて興味関心をも
ち、楽器の音色や特徴を理解し味わおうとし
ている
・調弦の方法を理解し、調弦することができ
る
・クラシックギターの基本的な奏法を理解
し、演奏表現することができる
・奏法の違いによる音色や効果を理解し、弾
き分けることができる
・二声を独奏することができる
・他者とテンポや音程、リズムを共有しなが
ら合奏することができる
・コードを用いて演奏することができる
・他者と音楽を共有し合奏をたのしむことが
できる

・歌詞や音楽が表現している内容をイメージ
して歌唱しようとしている
・自己のイメージしたことを表現することが
できる
・他のパートとのハーモニーを聴きながら歌
唱することができる
・各パートの役割を理解して歌唱することが
できる
・他のパートやﾋﾟｱﾉとつくり出す音楽を味
わって表現しようとしている

〇

３
学
期

・指導事項
A表現　（２）器楽アイ(ｲ)(ｳ)ウ
(ｱ)(ｲ)(ｳ)
・教材
「MOUSA１」、「The Basics of
Music」、プリント、楽譜、ピア
ノ、ICT機器

◎合唱

他のパートとの重なりや役割、ﾘｽﾞ
ﾑを感じながら、豊かな発声で重唱
をたのしむ。
各声部の役割やハーモニー、音楽
の変化を感じながら合唱をたのし
む。
自己のイメージをもって表現す
る。

・指導事項
■
・教材

〇
合
計
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